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全
学
部
入
試
を
実
施

本
学
は
、
平
成
三
十
年
度
の
日
本
歯
科
大
学
入
学
試
験
要
項
（
生
命
歯

学
部
・
新
潟
生
命
歯
学
部
）
を
公
表
し
た
。
一
般
入
試
、
セ
ン
タ
ー
利

用
入
試
の
前
期
・
後
期
と
も
両
学
部
の
試
験
は
同
じ
日
に
行
い
、
両
学

部
に
併
願
し
て
受
験
で
き
る
﹁
全
学
部
入
試
﹂
を
実
施
す
る
。
な
お

新
潟
生
命
歯
学
部
で
は
、
本
年
九
月
九
日
に
第
Ⅰ
期
Ａ
Ｏ
入
試
を
行
っ

た
。
ま
た
十
一
月
に
新
潟
生
命
歯
学
部
で
第
Ⅱ
期
Ａ
Ｏ
入
試
を
、
両
学

部
で
は
、
推
薦
入
学
試
験
を
実
施
す
る
。（
入
学
試
験
要
項
と
試
験
日

程
は
、
四
面
に
掲
載
）

一
般
入
試
は
2
月
1
日
・
発
表
は
4
日

校
友
会
長
に
近
藤
勝
洪
先
生 

再
任

☆
学
力
試
験
は
英
語
が
必

須
、
数
学
・
国
語
か
ら
一
科

目
、
理
科
か
ら
一
科
目
、
計

三
科
目
を
受
験
☆

　
平
成
三
十
年
度
の
「
一
般

選
抜
入
学
試
験
」
と
「
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入

学
試
験
」
と
も
、
各
々
前
期

日
程
と
後
期
日
程
に
よ
り
実

施
す
る
。
出
願
の
受
付
け
と

試
験
会
場
は
、
東
京
富
士
見

の
生
命
歯
学
部
で
行
う
。

　
一
般
選
抜
前
期
・
セ
ン

タ
ー
利
用
前
期
・
一
般
選
抜

後
期
・
セ
ン
タ
ー
利
用
後

期
入
学
試
験
は
、
各
一
回
の

受
験
に
よ
り
、
生
命
歯
学

部
（
東
京
）
と
新
潟
生
命
歯

学
部
の
両
学
部
に
志
願
で
き

る
。
両
学
部
に
合
格
し
た
場

合
に
は
、
ど
ち
ら
か
の
学
部

を
選
ぶ
か
は
自
分
で
選
択
で

き
る
。

　
一
般
前
期
入
学
試
験
は
、

二
月
一
日
に
三
科
目
の
学
力

試
験
と
面
接
試
験
を
行
う
。

募
集
人
員
は
生
命
歯
学
部

（
東
京
）
約
五
十
三
名
、
新

潟
生
命
歯
学
部
約
三
十
五

名
。
東
京
の
生
命
歯
学
部
に

出
願
し
、
同
学
部
で
学
力
試

験
と
面
接
試
験
を
受
験
す
る
。

　
一
般
入
試
は
英
語
が
必
須

で
、
国
語
・
数
学
は
「
国

語
総
合
」（
近
代
以
降
の
文

章
）、「
数
学
Ⅰ
・
Ａ
」
の
う

ち
か
ら
一
科
目
を
選
択
す

る
。
理
科
は
「
物
理
基
礎
・

物
理
」「
化
学
基
礎
・
化
学
」

「
生
物
基
礎
・
生
物
」
の
う

ち
か
ら
一
科
目
を
選
択
し
、

計
三
科
目
を
受
験
す
る
。

　
二
月
四
日
正
午
に
生
命
歯

学
部
に
合
格
者
を
掲
示
し
、

合
格
発
表
日
に
は
本
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
合
格
者
の
受
験

番
号
を
公
開
す
る
。

　
セ
ン
タ
ー
利
用
前
期
入
学

短
期
大
学
入
学
試
験

試
験
の
募
集
人
員
は
、
生
命

歯
学
部
約
二
十
名
、
新
潟
生

命
歯
学
部
約
十
五
名
で
、
志

願
者
は
平
成
三
十
年
一
月

十
三
・
十
四
日
に
実
施
さ
れ

る
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

で
、
本
学
指
定
の
試
験
科
目

を
受
験
し
た
の
ち
、
二
月
五

日
に
生
命
歯
学
部
に
お
い
て

面
接
試
験
を
受
験
す
る
。

　
セ
ン
タ
ー
試
験
で
の
本
学

の
指
定
教
科
・
科
目
は
、
①

外
国
語
は
英
語
（
必
須
、
リ

ス
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
を
除
く
）、

②
理
科
、
③
国
語
・
数
学
で

あ
る
。
理
科
は
物
理
基
礎
、

化
学
基
礎
、
生
物
基
礎
の
う

ち
か
ら
二
科
目
、
ま
た
は
物

理
、
化
学
、
生
物
の
う
ち
か

ら
一
科
目
を
選
択
し
、
国

語
・
数
学
は
、
国
語
総
合

（
近
代
以
降
の
文
章
）、
数

学
Ⅰ
・
Ａ
の
う
ち
か
ら
一
科

目
を
選
択
す
る
。

　
二
月
七
日
正
午
に
生
命
歯

学
部
に
合
格
者
を
掲
示
し
、

合
格
発
表
日
に
は
本
学
ホ
ー

　
東
京
短
期
大
学
歯
科
技
工

学
科
・
歯
科
衛
生
学
科
の
社

会
人
入
学
試
験
は
、
平
成

二
十
九
年
十
二
月
三
日
に
実

施
。
両
学
科
の
一
般
Ａ
入
学

試
験
は
、
平
成
三
十
年
一
月

二
十
一
日
、
一
般
Ｂ
入
学
試

験
は
三
月
四
日
、
歯
科
技
工

学
科
の
み
一
般
Ｃ
入
学
試
験

を
三
月
二
十
日
に
行
う
。

　
新
潟
短
期
大
学
の
社
会
人

入
学
試
験
は
、
平
成
二
十
九

年
十
二
月
三
日
実
施
。
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
利
用
試
験
は

平
成
三
十
年
二
月
四
日
、
一

般
選
抜
入
学
試
験
は
三
月
三

月
十
七
日
に
行
う
。

　
な
お
両
短
期
大
学
で
は
、

Ａ
Ｏ
入
学
試
験
と
推
薦
入
学

試
験
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
。

　
日
本
歯
科
大
学
附
属
病

院
は
、
平
成
二
十
九
年

（
二
〇
一
七
）
九
月
一
日
付

で
、
公
益
財
団
法
人
日
本
医

療
機
能
評
価
機
構
か
ら
三
回

目
の
「
病
院
機
能
評
価
」
認

定
を
受
け
た
。

　
認
定
病
院
と
は
地
域
に
根

ざ
し
、
安
全
・
安
心
・
信
頼

と
納
得
の
得
ら
れ
る
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
く
、

日
常
的
に
努
力
し
て
い
る
一

定
の
水
準
を
満
た
し
た
病
院

を
い
う
。
本
院
は
平
成
十
九

年
（
二
〇
〇
七
）
八
月
に
、

歯
科
の
み
の
医
育
機
関
附
属

病
院
と
し
て
全
国
で
初
め
て

認
定
を
受
け
て
い
る
。

東
京
・
附
属
病
院

﹁
病
院
機
能
評
価
﹂更
新 

認
定
３
回
目

　
職
場
体
験
実
習
で
は
三
年

目
と
な
る
東
京
都
市
大
学
付

属
中
学
校
の
生
徒
七
人
が

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
デ
ィ
「
企
業

研
修
」
と
題
し
て
、
歯
科
医

師
の
診
療
を
体
験
し
た
。

　
八
月
三
日
当
日
、
同
校
Ｏ

Ｂ
の
長
谷
川
伸
一
先
生
（
本

学
七
十
一
回
卒
）
の
引
率
の

も
と
、
生
命
歯
学
部
図
書
館

の
見
学
に
は
じ
ま
っ
た
。
附

属
病
院
で
は
、
北
村
和
夫
教

授
（
総
合
診
療
科
）
が
歯
科

医
師
の
魅
力
を
講
話
し
、
鈴

木
病
院
事
務
部
長
の
案
内
で

病
院
見
学
が
行
わ
れ
た
。

　
今
回
は
同
校
Ｏ
Ｂ
で
歯
科

矯
正
学
講
座
の
鈴
木
章
弘

助
教
（
九
十
六
回
卒
）
と

歯
科
保
存
学
講
座
の
臨
床
研

究
生
の
永
島
万
里
子
先
生

（
九
十
五
回
卒
）
も
参
加
、

歯
科
医
療
の
現
場
を
詳
し
く

説
明
し
た
。
そ
の
後
ス
キ
ル

ラ
ボ
室
に
お
い
て
、
ヒ
ト
型

ロ
ボ
ッ
ト
・
シ
ム
ロ
イ
ド
を

使
っ
た
模
擬
診
療
を
体
験
。

宮
下
渉
講
師
の
ほ
か
ス
キ
ル

ラ
ボ
部
会
の
先
生
方
の
指
導

に
よ
り
、
Ｃ
Ｒ
充
填
や
歯
面

清
掃
、
印
象
採
得
、
石
膏
注

入
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
歯
科
診

療
に
取
り
組
ん
だ
。

　
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

八
月
七
日
に
二
部
に
分
か
れ

て
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
桜

咲
く
春
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
に
続
き
、
夏
の
季
節
感
が

で
た
「
夏
色
」

や
「
夏
祭
り
」

等
の
曲
目
が
繰

り
出
さ
れ
、
滑

川
初
枝
講
師
（
総
合
診
療

科
）
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
の

ほ
か
、
学
部
・
短
大
の
新
入

部
員
が
加
わ
っ
た
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
部
員
に
よ
る
演
奏
が
聴

衆
を
魅
了
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部

前
顧
問
で
あ
る
羽
村
章
生
命

歯
学
部
長
に
よ
る
部
員
の
紹

介
や
三
代
冬
彦
病
院
長
の
挨

拶
に
会
場
が
和
ん
だ
。

　
次
回
は
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
る
。

　（
附
属
病
院
事
務
部
長

 

鈴
木
洋
一
）

飯
田
橋
駅
前
の
附
属
病
院
で
は
八
月
初
旬
、
毎
年

夏
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
、
中
学
生
に
よ
る

職
場
体
験
実
習
と
生
命
歯
学
部
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部

に
よ
る
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
。

☆
職
場
体
験
☆
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
☆

　
　

恒
例
の
夏
行
事 

附
属
病
院
で
開
く

訂
正
・
本
紙
第
六
四
四
号

（
平
成
二
十
九
年
五
月

三
十
日
号
）
一
面
・
生
命

歯
学
部
入
学
生
代
表
（
宣

誓
者
）の
氏
名
「
松
本
諭
」

を
﹁
松
本
英
諭
﹂
に
訂
正

い
た
し
ま
す
。

ム
ペ
ー
ジ
に
合
格
者
の
受
験

番
号
を
公
開
す
る
。

　
な
お
一
般
後
期
入
学
試
験

は
、
三
月
四
日
に
学
力
試
験

と
面
接
試
験
を
、
セ
ン
タ
ー

利
用
後
期
入
学
試
験
も
三
月

四
日
に
面
接
試
験
を
、
い
ず

れ
も
生
命
歯
学
部
（
東
京
）

に
お
い
て
実
施
す
る
。

　
ま
た
両
学
部
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
推
薦
入
学
試
験
と
編
入

学
試
験
を
実
施
す
る
。

東京・附属病院でのロビーコンサート

羽村生命歯学部長、三代病院長と演奏者たち ヒト型ロボット・シムロイドで模擬診療を体験

スキルラボ部会の先生たちと

体験学習・北村教授を囲んで

△

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
か
ら
の
新
し
い
認
定
証



日 本 歯 科 大 学 新 聞２０1７年（平成２９年）９月３０日 （２）第６４６号

　
東
京
短
期
大
学
の
佐
藤
勉

教
授
は
、
独
立
行
政
法
人
日

本
学
術
振
興
会
か
ら
「
平
成

二
十
九
年
度
ひ
ら
め
き
☆
と

き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス
推
進

賞
」
の
表
彰
を
受
け
た
。

　
同
賞
は
、
同
振
興
会
が
毎

年
公
募
し
て
い
る
「
ひ
ら
め

き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス

～
よ
う
こ
そ
大
学
の
研
究
室

へ

～K
A

K
EN

H
I

（
研

究

成
果
の
社
会
還
元
・
普
及
事

業
）
」
に
お
い
て
、
継
続
的

に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た

研
究
者
に
贈
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。

　
佐
藤
教
授
は
平
成
二
十
四

年
度
か
ら
連
続
五
年
間
に
わ

た
り
応
募
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
採
択
さ
れ
、
こ
の
度
表
彰

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
平

成
二
十
九
年
度
も
採
択
・
実

施
済
み
）。
本
年
度
の
受
賞

者
は
全
国
の
大
学
、
短
大
お

よ
び
高
等
専
門
学
校
の
教
員

二
十
名
で
あ
り
、
短
大
は
本

学
だ
け
が
受
賞
し
た
。

　
ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き

サ
イ
エ
ン
ス
の
目
的
は
、

「
我
が
国
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
科
学
す
る
心
を

育
み
知
的
好
奇
心
の
向
上
に

大
き
く
寄
与
す
る
」
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
教
授
は

科
研
費
の
助
成
（
平
成
二
十

～
二
十
八
年
度
、
基
盤
研
究

（
Ｃ
）
を
受
け
て
、
タ
バ
コ

中
に
含
ま
れ
る
カ
ド
ミ
ウ
ム

と
歯
周
疾
患
と
の
関
連
を
検

討
し
て
お
り
、
高
校
生
を
対

象
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
そ

の
成
果
を
分
か
り
や
す
く
紹

介
し
て
き
た
。
企
画
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
毎

年
、
ヒ
ト
由
来
の
生
き
た
培

養
細
胞
を
高
校
生
自
ら
が
扱

い
、
様
々
な
実
験
を
体
験
で

き
る
こ
と
で
あ
る
。
培
養
細

胞
を
使
っ
た
実
験
は
、
高
校

の
授
業
や
実
習
で
は
な
か
な

か
経
験
で
き
な
い
も
の
で
あ

り
、
毎
年
十
数
名
か
ら
二
十

名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
る
。

　
参
加
し
た
高
校
生
の
感
想

に
は
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受

講
し
て
よ
り
一
層
サ
イ
エ
ン

ス
に
興
味
が
わ
い
た
」「
大

学
は
理
系
・
サ
イ
エ
ン
ス
関

係
に
進
学
し
た
い
」
な
ど
の

言
葉
が
多
く
見
受
け
ら
れ
、

こ
の
事
業
の
目
的
に
適
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
受
講
者

の
う
ち
、
十
名
近
く
が
本
学

歯
科
衛
生
学
科
と
歯
科
技
工

学
科
に
入
学
し
て
お
り
、
そ

の
後
専
攻
科
に
進
学
し
た
学

生
も
い
る
。

　
各
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
平
成
二
十
四
年
度
：

生
き
た
細
胞
を
使
っ
た
タ
バ

コ
の
有
害
作
用
を
確
認
す

る
試
験
管
内
で
の
実
験
、
平

成
二
十
五
年
度
：
口
腔
組
織

由
来
の
生
き
た
細
胞
を
使
っ

て
タ
バ
コ
の
有
害
作
用
を
確

認
す
る
実
験
、
平
成
二
十
六

年
度
：
ヒ
ト
由
来
の
分
化
能

を
有
す
る
生
き
た
幹
細
胞
を

使
っ
て
タ
バ
コ
の
有
害
作
用

を
確
認
す
る
実
験
、
平
成

二
十
七
年
度
：
骨
を
作
る
ヒ

ト
由
来
の
生
き
た
骨
芽
細
胞

を
使
っ
て
タ
バ
コ
の
有
害
作

用
を
確
認
す
る
実
験
、
平
成

二
十
八
年
度
：
タ
バ
コ
は
歯

を
支
え
る
骨
を
壊
す
の
か
？

生
き
た
骨
の
細
胞
を
使
っ
て

調
べ
て
み
よ
う
！

（
平
成
二
十
九
年
度
：
タ
バ

コ
は
骨
の
発
育
に
影
響
を
与

え
ま
す
。
生
き
た
骨
芽
細
胞

を
使
っ
て
調
べ
て
み
ま
せ
ん

か
？
）

佐
藤 

東
京
短
大
教
授

学
術
振
興
会
か
ら
表
彰

新
潟
か
ら
発
信

ア
ス
リ
ー
ト
は
歯
が
命

ひらめき☆ときめきサイエンス KAKENHI 東京と新潟で開催

　「
ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き

サ
イ
エ
ン
ス
」
は
、
小
中
高

生
に
科
学
の
面
白
さ
を
分
か

り
や
す
く
発
信
す
る
た
め
、

日
本
学
術
振
興
会
が
大
学
や

研
究
機
関
と
協
力
し
て
実
施

す
る
事
業
で
あ
る
。
新
潟

生
命
歯
学
部
で
は
、「
ア
ス

リ
ー
ト
は
歯
が
命
!?
咬
む
チ

カ
ラ
と
運
動
機
能
の
関
連
を

調
べ
よ
う
！
」
と
題
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
、
八
月

三
日
に
開
催
し
た
。

　
当
日
は
、
私
た
ち
が
毎
日

欠
か
さ
ず
に
行
う
「
食
べ

る
・
咬
む
」
と
い
う
行
為

に
着
目
し
た
。
そ
の
機
能
に

は
身
体
の
ど
の
器
官
が
働

き
、
ど
う
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム

で
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
ま

た
「
よ
く
咬
む
こ
と
」
の
メ

リ
ッ
ト
、
身
体
機
能
と
の
関

連
に
つ
い
て
解
説
。
口
腔
機

能
測
定
な
ど
の
体
験
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
咬
む
こ

と
と
身
体
の
構
造
・
機
能
と

の
密
接
な
関
わ
り
に
つ
い
て

勉
強
で
き
る
よ
う
構
成
し

た
。

　
午
前
は
「
咬
む
チ
カ
ラ
を

は
か
っ
て
み
よ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
咀
嚼
時
に
働
く

器
官
の
構
造
と
機
能
、
生
活

習
慣
や
習
癖
、
顔
貌
や
咬

合
、
姿
勢
へ
の
影
響
に
つ
い

て
講
義
し
、
舌
圧
と
頬
圧
、

咀
嚼
能
力
、
咬
頭
嵌
合
位
の

咬
合
力
と
咬
合
バ
ラ
ン
ス
を

測
定
し
た
。

　
午
後
は
「
咬
み
合
わ
せ
は

筋
力
Ｕ
Ｐ
に
影
響
す
る
!?
」

を
テ
ー
マ
に
、
二
〇
二
〇
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
控

え
、
ス
ポ
ー
ツ
歯
科
医
学
の

動
向
を
解
説
。
噛
み
し
め
と

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
身
体
平
衡
バ
ラ
ン
ス
と

の
関
係
に
つ
い
て
講
義
し
た

後
、
噛
み
し
め
の
有
無
に
よ

る
握
力
値
の
違
い
と
、
握
力

発
揮
時
の
咬
合
バ
ラ
ン
ス
の

偏
位
を
測
定
し
、
咬
頭
嵌
合

位
の
咬
合
バ
ラ
ン
ス
と
の
相

違
を
比
較
し
た
。

　
ク
ッ
キ
ー
タ
イ
ム
に
は
、

生
活
習
慣
と
顎
口
腔
系
の
形

態
・
機
能
、
身
体
の
構
造
・

機
能
と
の
関
連
を
表
に
ま
と

め
て
も
ら
い
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
展
開
さ
せ
た
。
講

義
と
実
習
の
振
り
返
り
に
加

え
て
、
参
加
者
同
士
ま
た
は

参
加
者
と
本
学
ス
タ
ッ
フ
と

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
あ
る
。

　
実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
お
昼
ご
飯
の
と
き
に

学
生
さ
ん
に
た
く
さ
ん
楽
し

い
お
話
を
聞
け
た
の
が
嬉
し

か
っ
た
」「
実
験
を
通
し
て

自
分
の
歯
に
つ
い
て
よ
く
知

る
こ
と
が
で
き
た
」「
実
験

と
い
う
形
で
、
自
ら
体
験
す

る
と
何
故
そ
う
な
っ
た
の
か

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

等
の
感
想
が
あ
り
、
同
伴
し

た
保
護
者
の
方
々
か
ら
も

「
生
活
習
慣
を
見
直
す
よ
い

き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
意

見
を
い
た
だ
い
た
。
最
後

に
、
参
加
者
全
員
に
未
来
博

士
号
を
授
与
し
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
終
了
し
た
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
、
研
究
の
一
歩
が
身
近
か

に
あ
る
こ
と
や
、
臨
床
に
生

き
る
楽
し
さ
を
皆
さ
ん
に
感

じ
て
も
ら
え
た
と
思
う
。

（
新
潟
生
命
歯
学
部
　
　
　

生
理
学
講
座
　
高
橋
睦
）

　
日
本
学
術
振
興
会
が
主
催
す
る｢

ひ
ら
め
き
☆
と
き
め
き
サ
イ
エ
ン
ス
」
は
、

科
研
費
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
最
先
端
の
研
究
成
果
に
、
小
学
五
・
六
年
生
、

中
学
生
、
高
校
生
が
直
接
見
聞
し
触
れ
る
こ
と
で
、
科
学
の
面
白
さ
や
楽
し
さ
を

実
感
し
て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　
本
年
度
は
三
八
〇
題
余
の
企
画
が
採
択
さ
れ
、
全
国
各
地
の
大
学
や
研
究
機
関

で
開
催
さ
れ
た
。
本
学
で
は
東
京
短
期
大
学
が
八
月
九
・
十
日
、
新
潟
生
命
歯
学

部
が
八
月
三
日
に
実
施
し
た
。

　
▽

培
養
細
胞
を
使
っ
た
実
験
（
東
京
）

△
今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
た
ち

「ひらめき☆ときめきサイエンス推進賞」が

日本学術振興会から授与された（上・賞状、

下・記念楯とメダル）

噛むことの大切さを講義、口腔機能を測定（新潟）

生活習慣と口や歯の働きをまとめる

△参加者全員に「未来博士号」を授与

△噛みしめたときの握力は？
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本
学
で
は
二
〇
一
五
年
に

「
歯
の
細
胞
バ
ン
ク
」
を
開

設
し
、
校
友
会
員
を
は
じ
め

と
す
る
歯
科
医
師
に
認
定
医

講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。

歯
髄
に
含
ま
れ
る
幹
細
胞

は
、
再
生
医
療
で
の
活
用
が

期
待
さ
れ
て
お
り
、
実
用
化

に
向
け
て
臨
床
研
究
や
動
物

実
験
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
講
習
を
受
講
し

た
認
定
医
は
全
国
各
地
で

一
千
名
を
超
す
よ
う
に
な
っ

た
が
、
九
月
一
日
、
新
潟
病

院
四
階
に
「
歯
の
細
胞
バ
ン

ク
外
来
」
を
設
置
し
た
。

　
同
外
来
で
は
、「
歯
の
細

胞
バ
ン
ク
」
に
つ
い
て
説
明

す
る
と
と
も
に
、
バ
ン
ク
登

録
希
望
者
の
同
意
書
の
作

成
、
抜
歯
、
抜
去
歯
の
細
胞

培
養
施
設
へ
の
送
付
な
ど
、

一
連
の
手
続
き
を
行
う
。
外

来
医
長
は
、
新
潟
病
院
口
腔

外
科
の
佐
藤
英
明
講
師
が
務

め
る
。

　
ま
た
十
月
一
日
か
ら
は
、

東
京
の
附
属
病
院
に
も
「
歯

の
細
胞
バ
ン
ク
外
来
」
を
設

置
し
た
。
一
昨
年
の
バ
ン
ク

設
立
時
か
ら
、
附
属
病
院
で

は
口
腔
外
科
で
認
定
医
が
抜

歯
や
保
管
を
行
っ
て
き
た

が
、
特
殊
外
来
と
し
て
院
内

標
榜
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

生
命
歯
学
部
内
に
設
置
し
た

「
歯
の
細
胞
バ
ン
ク
」
へ
抜

歯
当
日
、
確
実
に
手
渡
す
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
保
存
に

有
す
る
時
間
が
大
幅
に
短
縮

さ
れ
る
。
外
来
長
は
、
附
属

病
院
口
腔
外
科
医
長
の
吉
田

和
正
講
師
が
務
め
る
。

医科病院にマンモグラフィ

７月から乳腺外来を開設

　
新
潟
の
医
科
病
院
で
は
、

乳
が
ん
検
診
の
た
め
の
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
撮
影
装
置
を
導

入
し
、
四
月
か
ら
稼
動
し
て

い
る
。
今
回
導
入
し
た
機
器

は
最
新
鋭
の
ト
モ
シ
ン
セ
シ

ス
、
い
わ
ゆ
る
３
Ｄ
撮
影
が

で
き
る
機
能
を
備
え
て
お

り
、
新
潟
県
内
に
は
数
台
し

か
な
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
乳
腺
ト
モ
シ
ン

セ
シ
ス
検
査
（
Ｄ
Ｂ
Ｔ
）
＝

３
Ｄ
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

は
、
圧
迫
さ
れ
た
乳
房
を
短

時
間
で
ス
キ
ャ
ン
し
複
数
の

角
度
で
画
像
収
集
す
る
三
次

元
撮
影
技
術
で
、
新
し
い
画

像
診
断
法
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
撮
影
装
置
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
診
断
が
難
し

い
と
さ
れ
て
き
た
五
十
歳
未

満
の
方
や
、
乳
腺
密
度
の
濃

い
乳
房
に
つ
い
て
も
、
よ
り

正
確
な
診
断
が
で
き
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
医
科
病
院
で
は
、
七

月
か
ら
毎
週
水
曜
日
午
後
に

完
全
予
約
制
の
乳
腺
外
来
を

開
設
し
た
。
撮
影
は
原
則
と

し
て
女
性
技
師
が
行
う
が
検

診
も
受
け
入
れ
て
い
る
。
Ｄ

Ｂ
Ｔ
を
活
用
し
な
が
ら
、
乳

腺
外
来
で
は
、
一
次
検
診
か

ら
精
密
検
査
ま
で
幅
広
く
対

応
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

マヒドン大レジデント・院生

新潟・補綴Ⅱで研修

『
二
人
の
私
学
人
―
吉
岡
彌
生
と
中
原
市
五
郎
』

～
中
原
学
長
の
原
著
論
文 

学
会
誌
に
掲
載
～

　
本
年
六
月
一
日
の
創
立
第

一
一
一
周
年
記
念
式
典
で
、

中
原
泉
理
事
長
・
学
長
は
、

創
立
者
中
原
市
五
郎
先
生

と
、
東
京
女
子
医
専
の
吉
岡

彌
生
校
長
と
が
深
い
交
友
関

係
に
あ
っ
た
こ
と
に
触
れ
た

（
本
紙
第
六
四
五
号
）。

　
吉
岡
女
史
は
現
在
の
東
京

女
子
医
科
大
学
の
創
立
者
で

あ
り
、
明
治
三
十
年
に
飯
田

町
に
医
院
を
開
業
し
、
当
時

の
中
原
歯
科
医
院
の
患
者
で

も
あ
っ
た
。
私
立
学
校
の
創

設
や
経
営
の
苦
労
話
な
ど
二

人
の
共
通
の
話
題
、
知
ら
れ

ざ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
収
録
し

た
原
著
論
文
「
二
人
の
私
学

人
」
は
、
本
年
九
月
に
刊
行

さ
れ
た
『
日
本
歯
科
医
史

学
々
誌
』
第
三
十
二
巻
第
二

号
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
な
お
当
時
の
東
京
女
子
医

学
専
門
学
校
で
は
、
機
関
誌

『
女
医
界
』
を
毎
月
発
行
し

て
い
た
。
吉
岡
校
長
は
「
近

況
随
筆
」
と
題
し
て
日
々
の

出
来
事
を
執
筆
し
、
毎
号
に

寄
稿
し
て
い
る
。
同
誌
昭
和

十
一
年
（
一
九
三
六
）
八
月

号
に
は
、
次
の
文
章
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

　
　
×
　
　
×
　
　
×

「
近
況
随
筆
　
吉
岡
彌
生
」

…
（
七
月
）
五
日
は
日
本
歯

科
医
学
専
門
学
校
長
中
原
市

五
郎
氏
古
稀
の
賀
で
、
帝
国

ホ
テ
ル
に
お
招
き
を
う
け
ま

し
た
。
同
氏
は
歯
科
医
と
し

て
単
に
開
業
し
て
居
ら
る
ゝ

の
み
で
あ
つ
た
が
、
明
治

四
十
一
年
（
マ
マ
）
に
歯
科

医
学
校
を
創
設
せ
ら
れ
、
破

竹
の
勢
を
以
て
今
日
の
発
展

を
見
る
に
至
り
、
卒
業
生

五
千
人
に
達
し
、
齢
古
稀
を

迎
へ
ら
れ
実
に
お
目
出
度
い

事
で
あ
り
ま
す
。
出
席
者

七
〇
〇
名
で
、
そ
の
九
〇
％

ま
で
卒
業
生
で
各
々
そ
の
功

績
を
称
へ
ら
れ
ま
し
た
。
私

は
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
に
学

校
長
、
教
育
者
と
し
て
最
も

愉
快
な
事
は
、
卒
業
生
の
成

功
と
そ
の
好
評
を
聞
く
事
で
、

学
業
に
社
会
的
に
貢
献
し
た

事
を
耳
に
す
る
た
び
に
寿
命

の
延
び
る
思
ひ
で
あ
る
が
、

中
原
校
長
を
し
て
百
歳
の
寿

を
完
う
し
て
頂
く
の
は
、
一

に
卒
業
生
の
お
力
に
よ
る
と

申
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
実

に
自
分
の
実
感
に
よ
る
偽
ら

ざ
る
真
情
で
あ
り
ま
す
。

　
一
九
八
八
年
に
本
学
と

タ
イ
のM

ahidol

（
マ
ヒ
ド

ン
）
大
学
歯
学
部
と
が
姉
妹

校
提
携
を
締
結
し
て
以
来
、

同
大
学
か
ら
の
大
学
院
生
の

受
け
入
れ
を
は
じ
め
と
し

て
、
教
員
レ
ベ
ル
、
学
部
学

生
レ
ベ
ル
で
の
国
際
交
流
が

活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
中
で
、
マ
ヒ
ド
ン
大

学
歯
学
部
補
綴
学
講
座
か

ら
の
レ
ジ
デ
ン
ト
、M

aster 
of Science

の
定
期
的
な
夏

の
研
修
の
受
け
入
れ
は
、

四
年
前
の
二
〇
一
三
年
か

ら
始
ま
っ
た
。
こ
の
研
修

は
、
同
講
座
のA

ssociate 
Professor D

r. Som
chai 

U
rapepon

と
筆
者
と
の
交

流
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　Som
chai U

rapepon

准

教
授
は
、
平
成
八
年
度
か
ら

平
成
十
一
年
度
ま
で
、
大
学

院
新
潟
歯
学
研
究
科
の
大
学

院
生
と
し
て
口
腔
材
料
工
学

を
専
攻
し
た
。
そ
し
て
マ
ヒ

ド
ン
大
学
の
同
講
座
か
ら

は
、
例
年
六
名
～
八
名
が
約

一
か
月
間
、
研
修
の
た
め
来

日
し
て
い
る
。

　
今
年
は
四
名
の
レ
ジ
デ
ン

ト
と
、
二
名
のM

aster of 
Science

専
攻
の
学
生
が
、

七
月
十
八
日
か
ら
八
月
十
日

ま
で
研
修
を
行
っ
た
。
こ
の

研
修
は
海
外
研
修
と
し
て
マ

ヒ
ド
ン
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

内
容
は
歯
科
医
療
の
基
礎
、

臨
床
の
研
修
で
あ
り
、
臨
床

系
、
基
礎
系
の
各
講
座
一

回
、
英
語
で
の
講
義
と
総
合

診
療
科
、
口
腔
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
科
で
の
見
学
と
朝
九
時
か

ら
午
後
五
時
過
ぎ
ま
で
の
フ

ル
研
修
で
あ
る
。

　
マ
ヒ
ド
ン
大
学
補
綴
科
に

所
属
す
る
レ
ジ
デ
ン
ト
と

M
aster of Science

専
攻
の

学
生
は
二
十
名
ほ
ど
で
、
日

本
歯
科
大
学
で
の
研
修
を
希

望
す
る
人
は
多
い
。
本
学
の

受
け
入
れ
人
数
が
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
残
念
な
が
ら
来

ら
れ
な
い
人
も
い
る
が
、
研

修
生
た
ち
は
い
ず
れ
も
熱
心

で
礼
儀
正
し
い
。

　
マ
ヒ
ド
ン
大
学
で
の
レ
ジ

デ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
三
年

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
医
を

目
指
し
、
臨
床
を
主
に
研

修
し
て
い
る
。
ま
たM

aster 
of Science

の
学
生
は
二
年

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
研
究
者
、

教
育
者
の
道
を
目
指
す
。
本

学
で
の
研
修
の
最
終
日
に
は
、

藤
井
歯
学
部
長
か
ら
研
修
修

了
書
が
渡
さ
れ
た
（
写
真
）。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
二

年
前
に
来
日
し
た
当
時

M
aster of Scienece 

の
学

生
で
あ
っ
た Dr. K

anda 
Leelanarathiw

at 

は
、
こ

の
研
修
が
縁
で
、
本
年
四
月

か
ら
大
学
院
新
潟
歯
学
研
究

科
に
入
学
し
、
機
能
性
治
療

工
学
を
専
攻
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
両
校
に
と
っ
て
更

な
る
国
際
的
な
交
流
を
深

め
、
研
究
、
臨
床
面
の
発
展

に
つ
な
が
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

（
新
潟
生
命
歯
学
部
歯
科
補

綴
学
第
二
講
座
　
渡
邉
文
彦
）

川
嶋
里
貴
助
教
（
新
潟
・
保
存
Ⅱ
）

歯
科
理
工
学
会
論
文
賞
う
く

　
新
潟
生
命
歯
学
部
歯
科
保

存
学
第
二
講
座
の
川
嶋
里
貴

助
教
は
、
四
月
十
五
・
十
六

の
両
日
に
日
本
歯
科
大
学
生

命
歯
学
部
で
開
催
さ
れ
た
第

六
十
九
回
日
本
歯
科
理
工
学

会
（
平
成
二
十
九
年
度
春
期

学
会
）
に
お
い
て
同
学
会
論

文
賞
を
受
賞
し
た
。

　
受
賞
し
た
論
文
は
、

"Effect of an experim
ental 

adhesive resin containing 
m

u
lti-io

n 
releasing fillers 
on direct pulp-
capping" 

で
、

昨
年
発
行
さ
れ
た

歯
科
理
工
学
会
の

英
文
誌 "Dental 

M
aterials Journal" 

V
ol.35,N

o.3 

に
掲
載
さ
れ

た
。
共
著
者
は
、
同
講
座
の

新
海
航
一
教
授
と
鈴
木
雅
也

准
教
授
。

中
原
教
授
（
東
京 

発
生
・

再
生
医
科
学

）

    

科
研
費
委
員
表
彰

　
日
本
学
術
振
興
会
で
は
、

学
術
振
興
を
目
的
と
し
た
科

学
研
究
費
（
科
研
費
）
助
成

事
業
を
行
っ
て
お
り
、
本
学

生
命
歯
学
部
の
中
原
貴
教
授

（
発
生
・
再
生
医
科
学
講

座
）
も
科
研
費
審
査
委
員
を

務
め
て
い
る
。

　
科
研
費
助
成
事
業
は
、
基

礎
か
ら
応
用
ま
で
、
全
て
の

分
野
の
学
術
研
究
費
を
発
表

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

そ
の
配
分
審
査
は
、
審
査
の

質
を
高
め
る
た
め
に
、
専
門

的
見
地
か
ら
第
一
段
階
審
査

（
書
面
審
査
）
と
第
二
段
階

審
査
（
合
議
審
査
）
の
二
段

階
で
行
わ
れ
る
。

　
今
年
度
は
約
五
五
〇
〇
名

の
第
一
段
階
審
査
委
員
（
書

面
審
査
）
の
中
か
ら
二
五
五

名
を
選
考
し
表
彰
し
た
。

　
平
成
二
十
年
か
ら
有
意
義

な
審
査
意
見
を
付
し
た
審
査

委
員
を
表
彰
し
て
お
り
、

中
原
教
授
は
九
月
に
平
成

二
十
九
年
年
度
委
員
と
し
て

表
彰
を
受
け
た
。

辞
　
　
令

（
設
置
）

新
潟
病
院
に
歯
の
細
胞
バ
ン

ク
外
来
を
設
置
す
る
。

講
　
師 

佐
藤
　
英
明

歯
の
細
胞
バ
ン
ク
外
来
医
長

併
任
を
命
ず
る
（
新
潟
病
院

口
腔
外
科
）

　
　
　
　
市
村
　
優
季

医
療
職
員
（
看
護
師
）
と
し

て
採
用
す
る
（
医
科
病
院
看

護
科
）

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
学

両
院
で
再
生
医
療
の
普
及
め
ざ
す

新
潟
・
東
京

歯
の
細
胞
バ
ン
ク
外
来

新
潟
病
院
「
歯
の
細
胞
バ
ン
ク
外
来
」
設
置
を

報
じ
る
地
元
紙
『
新
潟
日
報
』

９
月
２
日
付
の
朝
刊
・
社
会
面
に
掲
載
さ
れ
た

（
新
潟
日
報
社
提
供
）

医
科
病
院
が
導
入
し
た

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
撮
影

装
置
（
右
は
撮
影
台
）

東京女子医専『女医界』昭和11年８月

表
彰
状
を
手
に
す
る
川
嶋
助
教



日 本 歯 科 大 学 新 聞２０1７年（平成２９年）９月３０日 (４）第６４６号

（
注
）
一
般
選
抜
入
学
試
験
（
前
期
・
後
期
）・

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
学
試
験
（
前
期
・
後
期
）
は
，
生
命
歯
学
部
（
東
京
）
と
新
潟
生
命
歯
学
部
共
通
の
試
験
で
行
い
，
併
願
可

能
。

新
潟

生
命

歯
学

部
検

索
http://w

w
w
.n
gt.n

du.ac.jp

生
命

歯
学

部
検

索
h
ttp://w

w
w
.tky

.n
du

.ac.jp

平
成
30
年
度
日
本
歯
科
大
学
入
学
試
験
要
項

試
験
区
分

学
　
　
部

募
集
人
員

出
願
期
間

出
願
場
所

・
試
験
場

試
験
科
目
等

試
験

日

合
格

発
表

手
続

期
限

推
薦

入
学

試
験

新
潟

生
命

歯
学

部
新

潟
生

命
歯

学
部

生
命

歯
学

部
（

東
京

）

日
本
歯
科
大
学
新
潟
生
命
歯
学
部

〒
951 -8580 新

潟
県
新
潟
市
中
央
区
浜
浦
町
1‒8　☎

025‒267‒1500

平
成
29年

11月
21日

㈫
に
本
人
と

高
等

学
校

長
宛
に
合

否
通

知
を

速
達
郵
便
で
発
送
す
る

本
人
に
合
否
通
知
を
速
達
郵
便
で
発
送

新
潟

生
命

歯
学

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

い
て
同

日
午

後
４
時

以
降
に
掲

載

英
語
小
テ
ス
ト
，
面
接
試
験
と
も

平
成

2
9
年

1
1
月

1
9
日

㈰

郵
送
・
窓
口
と
も
：

2９
年
10月

８
日
㈬

～
11月

16日
㈭

必
着

 窓
口

受
付

時
間

　１０
：

００
～

１６
：

００

平
成
29年

８
月
28日

㈪
～

９
月

７
日
㈭

平
成
2９
年

９
月
13日

㈬
～

９
月

22日
㈮

平
成
2９
年

1
1
月

８
日
㈬
～

1
1
月
１７

日
㈮

平
成
2９
年

９
月

９
日
㈯

平
成
2９
年

９
月

1
2
日
㈫

平
成
2９
年

1
1
月

５
日
㈰

平
成
2９
年

1
1
月

７
日
㈰

平
成

29年

10月
23日

㈪
～

11月
１
日

㈭

出
願
資
格

（
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

参
加

が
必

須
，

昨
年

度
参

加
可

）
・
目

標
を
定
め
そ
の
実

現
の
た
め

に
積

極
的
に
行

動
す
る
こ
と
の

で
き
る
，

目
標

意
識
と
意

欲
の

あ
る
者

・
医

療
人
に
ふ
さ
わ
し
い
高
い
倫

理
観
や
適
性
を
持
っ
た
者

・
本

学
以

外
の

修
学
・
志

望
は

考
え
て
お
ら
ず
、

合
格
し
た

場
合
に
入
学
を
確
約
で
き
る
者

・
そ
の
他
，

高
等

学
校

卒
業

者
と

同
等

以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者
等
・
・
・

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）

面
接

試
験（

グ
ル
ー
プ

・
個
人
）

３
）
実
技
評
価

４
）
資
格
取
得
状
況
，
文
化
・

芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
分

野
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

な
ど
も
評
価

出
願
資
格
（
公
募
制
）

１
）

平
成
29年

３
月

卒
業

者
並

び
に

平
成

30年
３
月

卒
業

見
込

み
の

者
で

学
業

成
績

が
良

好
で

将
来

歯
科

医
療
を
担
う
者
と
し
て

高
等

学
校

長
が

推
薦

す
る
者

２
）

本
学

へ
の

入
学

の
意

志
を

有
し

,合
格
し

た
場

合
に

入
学
を

確
約

で
き
る
者

選
抜
方
法

１
）
英
語
小
テ
ス
ト

２
）
面
接
試
験

出
願
資
格（

指
定
校
制
・
公
募
制
）

歯
科

医
療

担
当

者
と

し
て
，

十
分

な
学

力
と

高
い

目
的

意
識

を
持

ち
，

相
手

の
気

持
ち

を
理

解
で

き
る

人
間

性
豊

か
な

者
で
，

次
の

条
件

を
満

た
す

こ
と
。１
）

平
成
30年

３
月

卒
業

見
込

み
の

者
で
，

将
来

歯
科

医
療
を
担
う
者
と
し
て

高
等

学
校

長
が

推
薦

す
る
者

２
）

本
学

へ
の

入
学

の
意

志
を

有
し

,合
格
し

た
場

合
に

入
学
を

確
約

で
き
る
者

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
英
語
小
テ
ス
ト

３
）
小
論
文

４
）
面
接
試
験

平
成
29年

11月
14日

㈫
に
本
人
と

高
等

学
校

長
宛
に
合

否
通

知
を
速

達
郵
便
で
発
送
す
る

英
語

小
テ
ス
ト
，小

論
文

，面
接

試
験
と
も

平
成

2
9
年

1
1
月

1
2
日

㈰

郵
送

:29年
11月

１
日
㈬
～
11月

9日
㈭
必
着

窓
口

:28年
11月

8日
㈬

･
11月

9日
㈭

 窓
口

受
付

時
間

　１０
：

００
～

１６
：

００

郵
送
：
30年

１
月
５
日
㈮
～
１
月
25日

㈭
必
着

窓
口
：
30年

１
月
25日

㈭
・
１
月
26日

㈮

 窓
口

受
付

時
間

　９
：

００
～

１６
：

００

郵
送
：
30年

１
月
11日

㈭
～
１
月
25日

㈭
必
着

窓
口
：
30年

１
月
25日

㈭
・
１
月
26日

㈮

 窓
口

受
付

時
間

　９
：

００
～

１６
：

００

郵
送
：
30年

２
月
21日

㈬
～
２
月
28日

㈬
必
着

窓
口
：
30年

２
月
28日

㈬
 窓

口
受

付
時

間
　９

：
００

～
１６

：
００

郵
送
：
30年

２
月
21日

㈫
～
２
月
28日

㈬
必
着

窓
口
：
30年

２
月
28日

㈬
 窓

口
受

付
時

間
　９

：
００

～
１６

：
００

日
本

歯
科

大
学

生
命

歯
学

部
（

東
京

）
〒

1
0
2
-8

1
5
9
 
東

京
都

千
代

田
区

富
士

見
１
‒９

‒
2
0
 ☎

0
3
‒
3
2
6
1
‒
8
3
1
1

学
力
試
験
，
面
接
試
験
と
も

平
成

3
0
年

２
月

１
日

㈭

平
成
30年

２
月
４
日
㈰
12時

，生
命

歯
学

部（
東

京
）に

掲
示

，合
格

者
に

「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

平
成
30年

２
月
７
日
㈬
12時

，生
命

歯
学

部（
東

京
）に

掲
示

，合
格

者
に

「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

平
成
30年

３
月
７
日
㈬
12時

，生
命

歯
学

部（
東

京
）に

掲
示

，合
格

者
に

「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

平
成
30年

３
月
７
日
㈬
12時

，生
命

歯
学

部（
東

京
）に

掲
示

，合
格

者
に

「
入
学
手
続
要
項
」
を
郵
送
す
る

一
般

選
抜

前
期

入
学

試
験

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

利
用

前
期

入
学

試
験

一
般

選
抜

後
期

入
学

試
験

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

利
用

後
期

入
学

試
験

生
命

歯
学

部（
東

京
）

新
潟

生
命

歯
学

部
生

命
歯

学
部（

東
京

）
生

命
歯

学
部（

東
京

）
新

潟
生

命
歯

学
部

新
潟

生
命

歯
学

部
生

命
歯

学
部（

東
京

）
新

潟
生

命
歯

学
部

面
接
試
験
：
平
成
29年

２
月
５
日
㈪

学
力

試
験

，
面

接
試

験
と

も
平

成
3
0
年

３
月

４
日

㈰
面
接
試
験
：
平
成
30年

３
月
４
日
㈰

学
力
試
験

１
．
英

語
：

「
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン

英
語
Ⅰ
」

「
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン

英
語
Ⅱ
」

「
英
語
表
現
Ⅰ
」

２
．
国
語
・
数
学
：

「
国

語
総

合
」（

近
代

以
降

の
文

章
），「

数
学
Ⅰ
・
Ａ
」

の
う

ち
か

ら
，１

科
目

を
選
択
す
る

３
．
理

科
：

「
物

理
基

礎
・
物

理
」，「

化
学

基
礎
・
化

学
」，「

生
物

基
礎

・
生

物
」

の
う

ち
か

ら
，１

科
目
を
選
択
す
る

計
３
科
目

面
接
試
験
：

受
験

生
本

人
に

対
し
，

個
々

に
行
う

面
接
試
験

　
受

験
生

本
人

に
対

し
，

個
々

に
行
う

（
注
）

　
本
学
が
利
用
す
る
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
の
教
科
・
科
目
は
以
下
の

と
お
り
な
の
で
，
こ
れ
ら
の
科
目
を

受
験
し
て
お
く
こ
と

１
．
外
国
語
：

「
英
語
」必

須
（
リ
ス
ニ
ン
グ
を
除
く
）

２
．
国
語
・
数
学
：

「
国
語
総
合
」（
近
代
以
降
の
文
章
），

「
数

学
Ⅰ
・
Ａ
」の

う
ち

か
ら
，

１
科
目
を
選
択
す
る

３
．
理

科
：

「
物
理
基
礎
」，「

化
学
基
礎
」，

「
生
物
基
礎
」の

う
ち
か
ら
，

２
科
目
，ま

た
は
「
物
理
」，「

化
学
」，「

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，１

科
目
を
選
択
す
る

※
理

科
（

基
礎

を
付

し
て

い
な

い
科

目
）

に
お

い
て

２
科

目
受

験
し

た
場

合
は
，第

１
解

答
科

目
の

み
を

合
否

判
定

に
使

用
す

る
。

「
英

語
」

に
つ

い
て

は
リ

ス
ニ

ン
グ

の
成

績
は

利
用

し
な

い

面
接
試
験

　
受

験
生

本
人

に
対

し
，

個
々

に
行
う

（
注
）

　
本
学
が
利
用
す
る
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
の
教
科
・
科
目
は
以
下
の

と
お
り
な
の
で
，
こ
れ
ら
の
科
目
を

受
験
し
て
お
く
こ
と

１
．
外
国
語
：

「
英
語
」必

須
（
リ
ス
ニ
ン
グ
を
除
く
）

２
．
国
語
・
数
学
：

「
国
語
総
合
」（
近
代
以
降
の
文
章
），

「
数

学
Ⅰ
・
Ａ
」の

う
ち

か
ら
，

１
科
目
を
選
択
す
る

３
．
理

科
：

「
物
理
基
礎
」，「

化
学
基
礎
」，

「
生
物
基
礎
」の

う
ち
か
ら
，

２
科
目
，ま

た
は
「
物
理
」，「

化
学
」，「

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，１

科
目
を
選
択
す
る

※
理

科
（

基
礎

を
付

し
て

い
な

い
科

目
）

に
お

い
て

２
科

目
受

験
し

た
場

合
は
，第

１
解

答
科

目
の

み
を

合
否

判
定

に
使

用
す

る
。

「
英

語
」

に
つ

い
て

は
リ

ス
ニ

ン
グ

の
成

績
は

利
用

し
な

い

学
力
試
験

１
．
英

語
：

「
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン

英
語
Ⅰ
」

「
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン

英
語
Ⅱ
」

「
英
語
表
現
Ⅰ
」

２
．
国
語
・
数
学
：

「
国

語
総

合
」（

近
代

以
降

の
文

章
），「

数
学
Ⅰ
・
Ａ
」

の
う

ち
か

ら
，１

科
目

を
選
択
す
る

３
．
理

科
：

「
物

理
基

礎
・
物

理
」，「

化
学

基
礎
・
化

学
」，「

生
物

基
礎

・
生

物
」

の
う

ち
か

ら
，１

科
目
を
選
択
す
る

計
３
科
目

面
接
試
験
：

受
験

生
本

人
に

対
し
，

個
々

に
行
う

平
成

2
9
年

1
1
月

3
0
日

㈭
平

成
2
8
年

1
1
月

2
2
日

㈬
平

成
3
0
年

２
月

1
4
日

㈬
平

成
3
0
年

２
月

1
6
日

㈮
平

成
3
0
年

３
月

1
5
日

㈭
平

成
3
0
年

３
月

1
5
日

㈭

約
1
0
名

（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

約
8
名

約
8
名

約
5
3
名

約
3
5
名

約
2
0
名

約
1
5
名

約
1
0
名

若
干

名
若

干
名

約
5
名

約
4
0
名

（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

A
O

入
学

試
験

Ⅰ
期

A
O

入
学

試
験

Ⅱ
期

試
験
区
分

Ａ
Ｏ
入
学
試
験

Ⅰ
期

Ａ
Ｏ
入
学
試
験

Ⅱ
期

推
　
薦
　
入
　
学
　
試
　
験

一
般
選
抜
前
期
入
学
試
験

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
前
期
入
学
試
験

一
般
選
抜
後
期
入
学
試
験

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
後
期
入
学
試
験

学
　
　
部

新
潟
生
命
歯
学
部

新
潟
生
命
歯
学
部

生
命
歯
学
部
（
東
京
）

生
命
歯
学
部（
東
京
）
新
潟
生
命
歯
学
部

生
命
歯
学
部（
東
京
）

新
潟
生
命
歯
学
部

生
命
歯
学
部（
東
京
）

新
潟
生
命
歯
学
部

生
命
歯
学
部（
東
京
）

新
潟
生
命
歯
学
部

募
集
人
員

約
8
名

約
8
名

約
1
0

名
（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

約
4
0

名
（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

約
5
3

名
約

3
５

名
約

2
0
名

約
1
5
名

約
1
0
名

若
干

名
約

5
名

若
干

名

出
願
期
間

平
成
29年

8
月
28日
㈪
～

9
月

7
日
㈭

平
成
29年

10月
23日
㈪
～

11月
1
日
㈬

郵
送
・
窓
口
と
も
：

29年
11月

8日
㈬
～
11月

16日
㈭
必
着

窓
口
受
付
時
間
 10：

00～
16：

00

郵
送
：
29年

11月
1日
㈬
～
11月

9日
㈭
必
着

窓
口
：
29年

11月
8日
㈬
・
11月

9日
㈭

窓
口
受
付
時
間
 10：

00～
16：

00

郵
送
：
30年

1月
5
日
㈮
～
1月

25日
㈭
必
着

窓
口
：
30年

1月
25日
㈭
・
1月

26日
㈮

窓
口
受
付
時
間
 9：

00～
16：

00

郵
送
：
30年

1月
11日
㈭
～
1月

25日
㈭
必
着

窓
口
：
30年

1月
25日
㈭
・
1月

26日
㈮

窓
口
受
付
時
間
 9：

00～
16：

00

郵
送
：
30年

2月
21日
㈬
～
2月

28日
㈬
必
着

窓
口
：
30年

2月
28日
㈬

窓
口
受
付
時
間
 9：

00～
16：

00

郵
送
：
30年

2月
21日
㈬
～
2月

28日
㈬
必
着

窓
口
：
30年

2月
28日
㈬

窓
口
受
付
時
間
 9：

00～
16：

00

出
願
場
所

・
試
験
場

日
本
歯
科
大
学
新
潟
生
命
歯
学
部

〒
951-8580 新

潟
県
新
潟
市
中
央
区
浜
浦
町

1
-
8
 ☎

025-267-1500
日
本
歯
科
大
学
生
命
歯
学
部
（
東
京
）

〒
102-8159 東

京
都
千
代
田
区
富
士
見

1
-
9
-20 ☎

03-3261-8311

試
験
科
目
等

出
願
資
格

（
 オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

参
加

が
必
須

，
昨
年
度
参
加
可
）

・
 目

標
を

定
め

そ
の

実
現

の
た

め
に

積
極

的
に

行
動

す
る

こ
と

の
で

き
る

，
目

標
意

識
と

意
欲

の
あ
る
者

・
 医

療
人

に
ふ

さ
わ

し
い

高
い

倫
理
観
や
適
性
を
持
っ
た
者

・
 本

学
以

外
の

修
学

・
志

望
は

考
え

て
お

ら
ず
、

合
格

し
た

場
合

に
入
学
を
確
約
で
き
る
者

・
 そ

の
他

，
高

等
学

校
卒

業
者

と
同

等
以

上
の

学
力

が
あ

る
と

認
め
ら
れ
る
者
等
・
・
・

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
面
接
試
験
（
グ
ル
ー
プ
・

　
　
個
人
）

３
）
実
技
評
価

４
）
 資

格
取

得
状

況
，

文
化
・

芸
術
・

ス
ポ

ー
ツ

の
分

野
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

な
ど
も
評
価

出
願
資
格
（
公
募
制
）

１
）
 平

成
29年

３
月

卒
業

者
並

び
に

平
成
30年

３
月

卒
業

見
込

み
の

者
で

学
業

成
績

が
良

好
で

将
来

歯
科

医
療

を
担

う
者

と
し

て
高

等
学

校
長
が
推
薦
す
る
者

２
）
 本

学
へ

の
入

学
の

意
志

を
有

し
,合

格
し

た
場

合
に

入
学
を
確
約
で
き
る
者

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
英
語
小
テ
ス
ト

３
）
面
接
試
験

出
願
資
格
（
指
定
校
制
・
公
募
制
）

歯
科

医
療

担
当

者
と

し
て
，

十
分

な
学

力
と

高
い

目
的

意
識

を
持

ち
，

相
手

の
気

持
ち

を
理

解
で

き
る

人
間

性
豊

か
な

者
で
，

次
の

条
件
を
満
た
す
こ
と
。

　
１
）
 平

成
30年

３
月

卒
業

見
込

み
の

者
で
，

将
来

歯
科

医
療

を
担

う
者

と
し

て
高

等
学
校
長
が
推
薦
す
る
者

　
２
）
 本

学
へ

の
入

学
の

意
志

を
有

し
,合

格
し

た
場

合
に

入
学
を
確
約
で
き
る
者

選
抜
方
法

１
）
高
等
学
校
調
査
書

２
）
英
語
小
テ
ス
ト

３
）
小
論
文

４
）
面
接
試
験

学
力
試
験

１
．
英
　
語
：

　
　
「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
英

語
Ⅰ
」

　
　
「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
英

語
Ⅱ
」

　
　「

英
語
表
現
Ⅰ
」

２
．
国
語
・
数
学
：

　
　
  「国

語
総

合
」（
近

代
以

降
の

文
章
），

「
数
学
Ⅰ
・
Ａ
」
の
う
ち
か
ら
，

１
科
目
を
選
択
す
る

３
．
理
　
科
：

　
　
 「物

理
基

礎
・

物
理
」，「

化
学

基
礎
・
化
学
」，「

生
物
基
礎
・

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，１

科
目

を
選
択
す
る

計
３
科
目

面
接
試
験
：

受
験
生
本
人
に
対
し
，個

々
に
行
う

面
接
試
験

　
受
験
生

本
人
に
対

し
，
個
々

に
行
う

（
注
）

　
本

学
が

利
用

す
る

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー
試
験
の
教
科
・
科
目
は
以
下
の
と

お
り
な
の
で
，
こ
れ
ら
の
科
目
を
受
験

し
て
お
く
こ
と

１
．
外
国
語
：

　
　「

英
語
」
必
須

　
　（

リ
ス
ニ
ン
グ
を
除
く
）

２
．
国
語
・
数
学
：

　
　
「

国
語
総

合
」（
近
代

以
降
の
文

章
），

　
　
 「数

学
Ⅰ
・
Ａ
」
の
う
ち
か
ら
，

　
　

１
科
目
を
選
択
す
る

３
．
理
　
科
：

　
　「

物
理
基
礎
」，「

化
学
基
礎
」，

　
　「

生
物
基
礎
」
の
う
ち
か
ら
，

　
　
 ２
科
目

，
ま
た
は
「
物
理
」，

　
　「

化
学
」，「

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，

　
　
１
科
目
を
選
択
す
る

※
 理
科（

基
礎
を
付
し
て
い
な
い
科
目
）

に
お
い
て
２
科
目
受
験
し
た
場
合
は
，

第
１

解
答

科
目

の
み
を
合
否
判
定
に

使
用
す
る
。「
英
語
」に

つ
い
て
は
リ
ス

ニ
ン
グ
の
成
績
は
利
用
し
な
い

学
力
試
験

１
．
英
　
語
：

　
　
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
英

語
Ⅰ
」

　
　
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
英

語
Ⅱ
」

　
　「

英
語
表
現
Ⅰ
」

２
．
国
語
・
数
学
：

　
　

 「国
語

総
合
」（
近

代
以

降
の

文
章
），

「
数
学
Ⅰ
・
Ａ
」
の
う
ち
か
ら
，

１
科
目
を
選
択
す
る

３
．
理
　
科
：

　
　
 「物

理
基

礎
・

物
理
」，「

化
学

基
礎
・
化
学
」，「

生
物
基
礎
・

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，１

科
目

を
選
択
す
る

計
３
科
目

面
接
試
験
：

受
験
生
本
人
に
対
し
，個

々
に
行
う

面
接
試
験

　
受

験
生
本

人
に
対
し
，

個
々
に

行
う

（
注
）

　
本

学
が

利
用

す
る

大
学

入
試

セ
ン

タ
ー

試
験

の
教

科
・

科
目

は
以

下
の

と
お

り
な

の
で
，

こ
れ

ら
の

科
目

を
受

験
し
て
お
く
こ
と

１
．
外
国
語
：

　
　「

英
語
」
必
須

　
　（

リ
ス
ニ
ン
グ
を
除
く
）

２
．
国
語
・
数
学
：

　
　
「
国
語

総
合
」（
近

代
以
降

の
文
章
），

　
　
 「数

学
Ⅰ
・
Ａ
」
の
う
ち
か
ら
，

　
　

１
科
目
を
選
択
す
る

３
．
理
　
科
：

　
　「

物
理
基
礎
」，「

化
学
基
礎
」，

　
　「

生
物
基
礎
」
の
う
ち
か
ら
，

　
　
 ２
科
目

，
ま
た
は
「
物
理
」，

　
　「

化
学
」，「

生
物
」
の
う
ち
か
ら
，

　
　
１
科
目
を
選
択
す
る

※
 理

科（
基

礎
を

付
し

て
い

な
い

科
目
）

に
お
い
て
２
科
目
受
験
し
た
場
合
は
，

第
１

解
答

科
目

の
み
を
合
否
判
定
に

使
用
す
る
。「
英
語
」に

つ
い
て
は
リ
ス

ニ
ン
グ
の
成
績
は
利
用
し
な
い

試
験
日

平
成
29年

9
月

9
日
㈯

平
成
29年

11月
5
日
㈰

英
語
小
テ
ス
ト
，
面
接
試
験
と
も

平
成

2
9
年

1
1
月

1
9
日
㈰

英
語

小
テ

ス
ト

，小
論

文
，面

接
試

験
と

も
平

成
2
9
年

1
1
月

1
2
日
㈰

学
力
試
験

，
面
接
試
験
と
も

平
成

3
0
年

2
月

1
日
㈭

面
接

試
験

：
平

成
30年

2
月

5
日
㈪

学
力
試
験

，
面
接
試
験
と
も

平
成

3
0
年

3
月

4
日
㈰

面
接
試
験
：
平

成
30年

3
月

4
日
㈰

合
格
発
表

平
成
29年

9
月
12日
㈫

平
成
29年

11月
7
日
㈫

平
成
2
9
年
1
1
月
2
1
日
㈫

に
本

人
と

高
等

学
校

長
宛

に
合

否
通

知
を

速
達
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続
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（
注
）
一
般
選
抜
入
学
試
験
（
前
期
・
後
期
）・

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
入
学
試
験
（
前
期
・
後
期
）
は
，
生
命
歯
学
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（
東
京
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と
新
潟
生
命
歯
学
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共
通
の
試
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で
行
い
，
併
願
可
能
。


